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スにはllCt上IJもCItが歩く介77今輔 のF')5073が
Cl三の影で拙 技50分的.二次目されることが象った,
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にiaじた句会と嶋同粗放の発火.I.H3Z,獅 )を芳Eす
ことは打畑 中の共姐が決して凧Jなるnq,租として

作肘するものではないらしいことを′Jr十｡勿i性滞分

析の甘分はtA･T･は火分Aもからこれに政,Cは掛 ･て研
究ナろT･k!であろ｡凡氏qlを合tZ打仏兼脚 の'jkk液
相 idZは打r山草lJS蛇 のVnL噂はこのことは光分托志
されて.Tlい｡
訂rAlの分解を帆止す1Jものとしてl三見兼,Gl化蔚
(PbOl,Jey1ナンRtTシpeン等がLlt･が盤柵 の拙
いもの:+_坤て分解を促す肝Cあら｡
Ⅵ N77･,Cl.})rClガスの硝安分捕に対す
ZItLV
石英.L事恥こ絶好作諾'･J1gを持拝し-皮相 させた
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あるが,之は故汝水分の槻 Fに放て打舵の紺 と防
解 XT的 の煎発として珊 され1.｡
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水菜イナンi2度 HiO十が研せは村域 W Lb:公を
うけてqi.の分簾が促池さItろ｡兜も1=耗映した相対

■†
は300Ochl下では分解しないことが疏められている｡
2)2くわ～290-Cに於て釘r… の｣二足'Eは.Jt淋
一茶式に珪･'Jが鑑碓 庁ときちに二･X的托tEを倍びて来
る｡生民姑は

1ゝ1.ヤot-＼tO+IJl,日

であろが,生f=批 姑として!Ll.紀文に上ろ:fH.の
くた成と
5_(JI.I+3H:てor-J.Tit+9LTD

に上る ･TI=_LL;.嘘非他l･TI0)で暮▲l),miAに立郎 (他の
不肋 聯 すろと搬 瓜三式姉.こ多くなる.
5) 仝4LRび炎の他のJl化柑 三frrAtの珊 t･甘しく

促iFT-ろ｡この招一定のPE等【那Iがあl)jlつ血肋 間
は4(化劫の合允に伏ろ.卯 月肌)は充bkの止には扶ら
温血こより妊ろがそれは18
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ナも｡･TL'HJの牙VrLH Aチーズ繋I=上aLt色k:
虫｡
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にて炎されろB隅 問は恥 の分解L二上り･X執こ苓 -妊化弟のEIに棚 として良好なtW と持てt･る｡

較される柑 t.こより生L臓 の分掛 芯 地3Ltろ鑑の期 本職 を廼L:即 行許を79た山本先生,策Bの隷助を

EZlと解されT.一分書して生じ1=Ch lICIは柵 に此 fSたil珊 JF托,仙 ftをJLさされたEl水化牙,料
し乎しい糊 Rを待ていろ｡錦安細 介袖を急藷 辛酸 tt与えられた文5秒二相 のZEk訳す｡

に加渡すち発火棚 に於てもこの㈱ (.JG苛で 文 AE

あり,抑安末世恥こ於けち条ILの較鰍 枯女取 1) llL SAtlnde'8. J Chem So. 1216領
する｡ (1922).
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